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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　サブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングされたデータの優先度を判定す
るステップと、
　送信する準備が整った他のデータが、前記サブフレームでの送信に関してすでにスケジ
ューリングされた前記データの前記優先度よりも高い優先度を有するかどうかを判定する
ステップと、
　エアインターフェースを利用して、データ部分と、前記データ部分内に少なくとも部分
的に埋め込まれた制御チャネルとを含むサブフレームを送信するステップと
を含み、
　前記制御チャネルは、送信する準備が整った前記他のデータが前記サブフレームでの送
信に関してすでにスケジューリングされた前記データの前記優先度よりも高い前記優先度
を有するときにオーバーライドインジケータをさらに含み、
　前記オーバーライドインジケータは、前記サブフレームでの送信に関して、すでにスケ
ジューリングされた前記データの前記優先度よりも高い優先度を有する他のデータを含め
るために、前記サブフレームの前記データ部分におけるリソース要素のパンクチャリング
を示すように設定される、方法。
【請求項２】
　前記制御チャネルは、前記サブフレームの前記データ部分内に少なくとも部分的に埋め
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込まれた1つまたは複数のパイロットトーンを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記制御チャネルは、前記サブフレームの前記送信よりも前に送信されるスケジューリ
ング情報とは異なり、前記スケジューリング情報は、前記サブフレームの前記データ部分
におけるリソース要素に関するデータをスケジューリングするように構成される、請求項
1に記載の方法。
【請求項４】
　前記オーバーライドインジケータは、前記サブフレームでの送信に関してすでにスケジ
ューリングされた前記データが前記サブフレームでの送信に関してすでにスケジューリン
グされた前記データの前記優先度よりも高い優先度を有する他のデータによってオーバー
ライドされることを示すように設定される、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記サブフレームがマルチユーザ多入力多出力(MU-MIMO)送信に含まれるかどうかを判
定するステップをさらに含み、
　前記制御チャネルは、前記サブフレームが前記MU-MIMO送信に含まれるときに変調イン
ジケータをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記変調インジケータは、MU-MIMO送信に含まれる別の装置の変調に対応する情報を示
すように設定される、請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　請求項１から6のうちのいずれか一項に記載の方法を実行するために構成された、ワイ
ヤレス通信のための装置。
【請求項８】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　エアインターフェースを利用して、データ部分と、前記データ部分内に少なくとも部分
的に埋め込まれた制御チャネルとを含むサブフレームを受信するステップであって、
　　前記制御チャネルは、前記サブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングさ
れたデータが前記サブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングされたデータの
優先度より高い優先度を有する他のデータによってオーバーライドされることを示すよう
に構成されたオーバーライドインジケータを含み、前記オーバーライドインジケータは、
前記サブフレームでの送信に関して、すでにスケジューリングされた前記データの前記優
先度より高い優先度を有する他のデータを含めるために、前記サブフレームの前記データ
部分におけるリソース要素のパンクチャリングを示すように設定される、ステップと、
　前記すでにスケジューリングされたデータの代わりに前記より高い優先度を有する前記
他のデータを受信するステップと
を含む方法。
【請求項９】
　前記制御チャネルは、前記サブフレームの前記データ部分内に少なくとも部分的に埋め
込まれた1つまたは複数のパイロットトーンを含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記制御チャネルは、前記サブフレームの送信よりも前に送信されるスケジューリング
情報とは異なり、前記スケジューリング情報は、前記サブフレームの前記データ部分にお
けるリソース要素に関するデータをスケジューリングするように構成される、請求項8に
記載の方法。
【請求項１１】
　前記方法は、
　前記すでにスケジューリングされたデータの代わりに前記より高い優先度を有する前記
他のデータを受信するステップをさらに含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１２】
　前記制御チャネルは、前記サブフレームがマルチユーザ多入力多出力(MU-MIMO)送信に
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含まれるときに変調インジケータを含み、前記変調インジケータは、前記MU-MIMO送信に
含まれる別の装置の変調に対応する情報を示すように設定され、
　前記方法が、前記装置を対象とするデータの前記サブフレームを、前記変調インジケー
タを使用して、同じサブフレームにおいてスケジューリングされた他の装置と協働で復調
するステップをさらに含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１３】
　請求項8から12のうちのいずれか一項に記載の方法を実行するために構成された、ワイ
ヤレス通信のための装置。
【請求項１４】
　請求項1から6および請求項8から12のうちのいずれか一項に記載の方法を実行するため
の命令を含むコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、2015年3月15日に米国特許商標庁に出願された仮特許出願第62/133,391号、
および2015年11月25日に米国特許商標庁に出願された非仮出願第14/952,685号の優先権お
よび利益を主張するものであり、その内容全体は、参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本開示の態様は、概してワイヤレス通信に関し、より詳細には、埋込み制御シグナリン
グを有するサブフレーム構造に関する。
【背景技術】
【０００３】
　テレフォニー、ビデオ、データ、メッセージング、ブロードキャストなどの様々な通信
サービスを提供するためにワイヤレス通信ネットワークが広く導入されている。通常、多
元接続ネットワークであるそのようなネットワークは、利用可能なネットワークリソース
を共有することによって、複数のユーザのための通信をサポートする。そのようなワイヤ
レスネットワーク内では、音声、ビデオ、および電子メールを含む様々なデータサービス
を提供される場合がある。より最近では、遠隔手術のようなミッションクリティカルなア
プリケーションおよび遠隔制御アプリケーションを含めて、さらに広範なサービスのため
に、ワイヤレス通信ネットワークが使用されつつある。そのようなアプリケーションでは
、比較的短いレイテンシによって適切に高い品質のサービスが可能になる。すなわち、通
信デバイスから情報を送信し、通信デバイスにおいて応答を受信するための時間は、比較
的短いことが必要になる場合がある。モバイルブロードバンドアクセスの需要が増大し続
けているので、モバイルブロードバンドアクセスの増大する需要を満たし、全体的なユー
ザエクスペリエンスを向上させるために、ワイヤレス通信技術を進化させるための研究お
よび開発が引き続き行われている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　以下では、本開示の1つまたは複数の態様についての基本的な理解を促すために、その
ような態様の簡略化された概要を提示する。この概要は、本開示のすべての意図した特徴
の包括的な概説ではなく、本開示のすべての態様の重要または不可欠な要素を識別するも
のでも、本開示のいずれかまたはすべての態様の範囲を定めるものでもない。その唯一の
目的は、後に提示されるより詳細な説明に対する前置きとして、本開示の1つまたは複数
の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提示することである。
【０００５】
　一態様では、本開示はワイヤレス通信の方法を提供する。この方法は、スケジューリン
グエンティティによって実施されてもよい。この方法は、エアインターフェースを利用し
て、データ部分と、データ部分内に少なくとも部分的に埋め込まれた制御チャネルとを含
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むサブフレームを送信するステップを含んでもよい。別の態様では、本開示は、ワイヤレ
ス通信のために構成された装置を提供する。この装置は、メモリと、トランシーバと、メ
モリおよびトランシーバに通信可能に結合された少なくとも1つのプロセッサとを含む。
少なくとも1つのプロセッサおよびメモリは、エアインターフェースを利用して、データ
部分と、データ部分内に少なくとも部分的に埋め込まれた制御チャネルとを含むサブフレ
ームを送信するように構成されてもよい。また別の態様では、本開示は、ワイヤレス通信
のために構成された別の装置を提供する。この装置は、エアインターフェースを利用して
、データ部分と、データ部分内に少なくとも部分的に埋め込まれた制御チャネルとを含む
サブフレームを送信するための手段を含んでもよい。さらなる態様では、本開示は、コン
ピュータ実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体を提供する。このコンピュータ
実行可能コードは、エアインターフェースを利用して、データ部分と、データ部分内に少
なくとも部分的に埋め込まれた制御チャネルとを含むサブフレームを受信するように構成
された命令を含んでもよい。
【０００６】
　追加の態様では、本開示はワイヤレス通信の方法を提供する。この方法は、従属エンテ
ィティによって実施されてもよい。この方法は、エアインターフェースを利用して、デー
タ部分と、データ部分内に少なくとも部分的に埋め込まれた制御チャネルとを含むサブフ
レームを受信するステップを含んでもよい。別の態様では、本開示は、ワイヤレス通信の
ために構成された装置を提供する。この装置は、メモリと、トランシーバと、メモリおよ
びトランシーバに通信可能に結合された少なくとも1つのプロセッサとを含む。少なくと
も1つのプロセッサおよびメモリは、エアインターフェースを利用して、データ部分と、
データ部分内に少なくとも部分的に埋め込まれた制御チャネルとを含むサブフレームを受
信するように構成されてもよい。また別の態様では、本開示は、ワイヤレス通信のために
構成された別の装置を提供する。この装置は、エアインターフェースを利用して、データ
部分と、データ部分内に少なくとも部分的に埋め込まれた制御チャネルとを含むサブフレ
ームを受信するための手段を含んでもよい。さらなる態様では、本開示は、コンピュータ
実行可能コードを記憶するコンピュータ可読媒体を提供する。このコンピュータ実行可能
コードは、エアインターフェースを利用して、データ部分と、データ部分内に少なくとも
部分的に埋め込まれた制御チャネルとを含むサブフレームを受信するように構成された命
令を含んでもよい。
【０００７】
　本開示のこれらの態様および他の態様は、以下の詳細な説明を検討すれば、より十分に
理解されるであろう。添付の図面とともに本開示の特定の例示的な実施形態の以下の説明
を検討すれば、本開示の他の態様、特徴、および実施形態が当業者に明らかになろう。本
開示の特徴は、以下のいくつかの実施形態および図面に対して説明されることがあるが、
本開示のすべての実施形態は、本明細書で説明する有利な特徴のうちの1つまたは複数を
含むことができる。言い換えれば、1つまたは複数の実施形態は、いくつかの有利な特徴
を有するものとして説明されることがあるが、そのような特徴のうちの1つまたは複数は
また、本明細書で説明する本開示の様々な実施形態に従って使用されてよい。同様に、例
示的な実施形態がデバイス実施形態、システム実施形態、または方法実施形態として以下
で説明されることがあるが、そのような例示的な実施形態が様々なデバイス、システム、
および方法において実施され得ることを理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本開示の態様による、スケジューリングエンティティと1つまたは複数の従属エ
ンティティとの間の様々な通信の一例を示す図である。
【図２】本開示の態様による、スケジューリングエンティティのハードウェア実装形態の
一例を示す図である。
【図３】本開示の態様による、従属エンティティのハードウェア実装形態の一例を示す図
である。
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【図４】本開示の態様による、アクセスネットワークにおいて従属エンティティと通信す
るスケジューリングエンティティの図である。
【図５】本開示の態様による、様々な送信時間間隔(TTI)の例を示す図である。
【図６】本開示の一態様による、サブフレーム構造の一例を示す図である。
【図７】本開示の態様によるマルチユーザ多入力多出力(MU-MIMO)送信の図の一例である
。
【図８】本開示の態様による、スケジューリングエンティティによって実行される場合が
ある様々な方法および/またはプロセスの一例を示す図である。
【図９】本開示の態様による、従属エンティティによって実行される場合がある様々な方
法および/またはプロセスの一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　添付の図面に関して以下に記載する詳細な説明は、種々の構成の説明として意図されて
おり、本明細書で説明する概念が実践される場合がある唯一の構成を表すことは意図され
ていない。詳細な説明は、種々の概念を完全に理解できるようにするための具体的な詳細
を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの具体的な詳細なしに実践される場合があ
ることは当業者に明らかであろう。いくつかの事例では、よく知られている構造および構
成要素は、そのような概念を不明瞭にすることを避けるためにブロック図の形で示される
。
【００１０】
　本開示全体にわたって提示される種々の概念は、幅広い種類の電気通信システム、ネッ
トワークアーキテクチャ、および通信規格にわたって実現されてもよい。たとえば、第3
世代パートナーシッププロジェクト(3GPP)は、ロングタームエボリューション(LTE)ネッ
トワークと呼ばれることもある、発展型パケットシステム(EPS)を伴うネットワーク用の
いくつかのワイヤレス通信規格を定義する規格団体である。LTEネットワークでは、各パ
ケットは同じまたは同様のレイテンシ目標を利用してもよい。したがって、LTEネットワ
ークは、汎用レイテンシ設定を設けてもよい。第5世代(5G)ネットワークなどのLTEネット
ワークの発展バージョンは、限定はしないが、多くの様々なタイプのサービスおよび/ま
たはアプリケーション(たとえば、ウェブブラウジング、ビデオストリーミング、VoIP、
ミッションクリティカルアプリケーション、マルチホップネットワーク、リアルタイムフ
ィードバックを伴う遠隔操作、遠隔手術など)を提供してもよい。そのようなサービスお
よび/またはアプリケーションには、互いにかなり異なる場合があるレイテンシ目標が有
利になることがある。しかしながら、LTEネットワークの汎用レイテンシ設定は、様々な
レイテンシ目標を有するトラフィックの多重化を困難にする可能性がある。そのような多
様なレイテンシ目標をサポートするシステムのスペクトル適合性も問題になる場合がある
。たとえば、通常のトラフィックおよび短レイテンシトラフィック(たとえば、ミッショ
ンクリティカル(MiCr)データ)の時間多重化によって、短レイテンシトラフィック(たとえ
ば、MiCrデータ)の特定の要件が無視される場合がある。さらに、短レイテンシトラフィ
ック(たとえば、MiCrデータ)用の確保された周波数領域リソースは、ピークレートおよび
トランキング効率を制限する場合がある。したがって、かなり異なるレイテンシ特性を有
する様々なタイプ、クラス、および範疇のトラフィックおよびサービスを多重化するため
のサポートによって、そのような次世代ネットワーク(たとえば、5Gネットワーク)および
全体的なユーザエクスペリエンスが向上する場合がある。
【００１１】
　図1は、本開示の態様によるスケジューリングエンティティ102と1つまたは複数の従属
エンティティ104との間の様々な通信の例を示す図100である。本開示の態様によれば、「
ダウンリンク」(DL)という用語は、スケジューリングエンティティ102から発信されるポ
イントツーマルチポイント送信を指す場合があり、「アップリンク」(UL)という用語は、
従属エンティティ104から発信されるポイントツーポイント送信を指す場合がある。おお
まかに言って、スケジューリングエンティティ102は、様々なDL送信およびUL送信を含む
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、ワイヤレス通信ネットワーク内のトラフィックをスケジューリングする責任を負うノー
ドまたはデバイスとすることができる。スケジューリングエンティティ102は、本開示の
範囲から逸脱せずにスケジューラおよび/または任意の他の適切な用語で呼ばれることが
ある。スケジューリングエンティティ102は、基地局、基地トランシーバ局、無線基地局
、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット、拡張サービスセット、ア
クセスポイント、ノードB、ユーザ機器(UE)、メッシュノード、リレー、ピア、および/ま
たは任意の他の適切なデバイス内に存在してもよい。
【００１２】
　概して、従属エンティティ104は、スケジューリングエンティティ102などのワイヤレス
通信ネットワーク内の別のエンティティからのスケジューリング許可、同期またはタイミ
ング情報、または他の制御情報を含む、スケジューリング方法および/または制御情報を
受信するノードまたはデバイスである。従属エンティティ104は、本開示の範囲から逸脱
せずに、スケジューリーおよび/または任意の他の適切な用語で呼ばれることがある。従
属エンティティ104は、UE、携帯電話、スマートフォン、移動局、加入者局、モバイルユ
ニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、
ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、
アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、端末、ユ
ーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、メッシュノード、ピア、セッ
ション開始プロトコル電話、ラップトップ、ノートブック、ネットブック、スマートブッ
ク、携帯情報端末、衛星無線、全地球測位システムデバイス、マルチメディアデバイス、
ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ、カメラ、ゲームコンソール、エンターテ
インメントデバイス、車両構成要素、ウェアラブルコンピューティングデバイス(たとえ
ば、スマートウォッチ、眼鏡、ヘルスまたはフィットネストラッカーなど)、電気器具、
センサ、自動販売機、および/または任意の他の適切なデバイス内に存在してもよい。
【００１３】
　本明細書で使用される「制御チャネル」は、許可情報を伝達するために使用される場合
がある。スケジューリングエンティティ102は、DLデータチャネル106およびDL制御チャネ
ル108を送信してもよい。従属エンティティ104は、ULデータチャネル110およびUL制御チ
ャネル112を送信してもよい。図1に示すチャネルは、必ずしも、スケジューリングエンテ
ィティ102および/または従属エンティティ104によって利用される場合があるチャネルの
すべてであるわけではない。当業者には、図示されたチャネルに加えて、他のデータ、制
御、およびフィードバックチャネルなどの他のチャネルが利用されてもよい。
【００１４】
　上述のように、いくつかのデータはMiCrデータと見なされてもよい。いくつかの設定で
は、MiCrデータは、比較的短いレイテンシの要件または極めて短いレイテンシの要件を有
するデータを指す。たとえば、MiCrデータのレイテンシ要件は、そのサブフレームに含ま
れる他のデータのレイテンシ要件よりも短い場合がある。概して、レイテンシは、その意
図された宛先におけるデータの受信に関連する遅延を指す。いくつかの構成では、MiCrデ
ータは、比較的高い優先度の要件を有するデータを指す。たとえば、MiCrデータの優先度
要件は、サブフレームに含まれる他のデータの優先度要件よりも高い場合がある。概して
、優先度は、データの重要度または時間的感度を指す。比較的高い重要度および/または
比較的大きい時間的感度を有するデータは、比較的低い重要度および/または比較的小さ
い時間的感度を有する他のデータよりも前に受信すべきである。いくつかの構成では、Mi
Crデータは、比較的高い信頼性の要件を有するデータを指す。たとえば、MiCrデータの信
頼性要件は、そのサブフレームに含まれる他のデータの信頼性要件よりも高い場合がある
。概して、信頼性は、意図された宛先によってデータをエラーなしに首尾よく受信するこ
とがどれだけ一貫して行われるかを指す。MiCrデータと公称データが同じ帯域内に共存す
るとき、MiCrデータは公称データTTI(サブフレーム)よりも小さいTTI(サブフレーム)を有
すると考えられる。したがって、短い(MiCr)TTIの観点からすると、各々の短いTTIにおけ
る公称データは、前のTTI(サブフレーム)に続いて、長いTTIの開始部分に相当するスケジ
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ューリングを有する場合がある。MiCrデータが存在することを理由としてスケジューリン
グを変更する必要があるとき、スケジューリング変更情報を公称データに供給する必要が
ある。そのような制御/インジケータチャネル情報を割り振られたデータリソース内に埋
め込むことができる。
【００１５】
　図2は、本開示の態様による、スケジューリングエンティティ102のハードウェア実装形
態の一例を示す図200である。スケジューリングエンティティ102は、ユーザインターフェ
ース212を含んでもよい。ユーザインターフェース212は、1つまたは複数の入力をスケジ
ューリングエンティティ102のユーザから受信するように構成されてもよい。ユーザイン
ターフェース212はまた、スケジューリングエンティティ102のユーザに対して情報を表示
するように構成されてもよい。ユーザインターフェース212は、バスインターフェース208
を介してデータを交換してもよい。スケジューリングエンティティ102は、トランシーバ2
10を含んでもよい。トランシーバ210は、別の装置と通信して、データを受信しかつ/また
はデータを送信するように構成され得る。トランシーバ210は、有線伝送媒体および/また
はワイヤレス伝送媒体を介して別の装置と通信するための手段を構成する。トランシーバ
210は、エアインターフェースを利用して、データ部分と、データ部分内に少なくとも部
分的に埋め込まれた制御チャネルとを含むサブフレームを送信するための手段を構成して
もよい。たとえば、制御チャネルは、本開示の範囲から逸脱することなく、データ部分内
に部分的に埋め込まれてもあるいはデータ部分内に完全に埋め込まれてもよい。「少なく
とも部分的に」という句は、本開示の範囲から逸脱することなく同様の句(たとえば、少
なくとも部分的に、少なくとも一部(portion)が、および/または少なくとも一部(part)が
)を含んでもよい。本開示の態様によれば、「通信(伝達)する」および/または「通信(伝
達)している」という用語は送信または受信の少なくとも一方を指す。当業者には、本開
示の範囲から逸脱することなく、多くのタイプの技術によってそのような通信が実行され
てもよいことが理解されよう。
【００１６】
　スケジューリングエンティティ102は、メモリ214と、1つまたは複数のプロセッサ204と
、コンピュータ可読媒体206と、バスインターフェース208とを含んでもよい。バスインタ
ーフェース208は、バス216とトランシーバ210との間のインターフェースを構成してもよ
い。メモリ214、1つまたは複数のプロセッサ204、コンピュータ可読媒体206、およびバス
インターフェース208は、バス216を介して互いに接続されてもよい。プロセッサ204は、
トランシーバ210および/またはメモリ214に通信可能に結合されてもよい。
【００１７】
　プロセッサ204は、送信回路220を含んでもよい。送信回路220は、エアインターフェー
スを利用して、データ部分と、データ部分内に少なくとも部分的に埋め込まれた制御チャ
ネルとを含むサブフレームを送信するための手段を構成する様々なハードウェア構成要素
を含み、ならびに/あるいはそのような手段を構成する様々なアルゴリズムを実行しても
よい。制御チャネルは、サブフレームのデータ部分内に少なくとも部分的に埋め込まれた
1つまたは複数のパイロットトーンを含んでもよい。制御チャネルは、サブフレームを送
信する前に送信されるスケジューリング情報とは異なってもよい。
【００１８】
　デバイス204はオーバーライド回路221を含んでもよい。オーバーライド回路221は、サ
ブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングされたデータの優先度を判定するた
めの手段を構成する様々なハードウェア構成要素を含んでもよく、ならびに/あるいはそ
のような手段を構成する様々なアルゴリズムを実行してもよい。オーバーライド回路221
は、送信する準備が整った他のデータがサブフレームでの送信に関してすでにスケジュー
リングされたデータの優先度よりも高い優先度を有するかどうかを判定するための手段を
構成する様々なハードウェア構成要素を含んでもよく、ならびに/あるいはそのような手
段を構成する様々なアルゴリズムを実行してもよい。送信する準備が整った他のデータが
、サブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングされたデータの優先度よりも高
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い優先度を有するとき、制御チャネルはオーバーライドインジケータを含んでもよい。場
合によっては、オーバーライドインジケータは、サブフレームでの送信に関してすでにス
ケジューリングされたデータがサブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングさ
れたデータの優先度よりも高い優先度を有する他のデータによってオーバーライドされる
ことを示すように設定される。いくつかの他の例では、オーバーライドインジケータは、
サブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングされたデータの優先度よりも高い
優先度を有する他のデータを含めるためのサブフレームのデータ部分におけるリソース要
素のパンクチャリングを示すように設定される。
【００１９】
　プロセッサ204は、マルチユーザ多入力多出力(MU-MIMO)回路222を含んでもよい。MU-MI
MO回路222は、サブフレームがMU-MIMO送信に含まれるかどうかを判定するための手段を構
成する様々なハードウェア構成要素を含んでもよく、ならびに/あるいはそのような手段
を構成する様々なアルゴリズムを実行してもよい。サブフレームがMU-MIMO送信に含まれ
るとき、制御チャネルは変調インジケータを含んでもよい。変調インジケータは、MU-MIM
O送信に含まれる別の装置(たとえば、別のUE)の変調に相当する情報を示すように設定さ
れてもよい。
【００２０】
　上記の説明は、スケジューリングエンティティ102のプロセッサ204の非限定的な例を示
す。上記では様々な回路220、221、222について説明したが、当業者には、プロセッサ204
が、上述の回路220、221、222への追加および/または代替である様々な他の回路223も含
んでもよいことが理解されよう。そのような他の回路223は、本明細書において説明した
機能、方法、プロセス、特徴、および/または態様のうちの任意の1つまたは複数を実行す
るための手段を構成してもよい。
【００２１】
　コンピュータ可読媒体206は、コンピュータ実行可能コードを記憶してもよい。コンピ
ュータ実行可能コードは、本開示の様々な態様による命令を含んでもよい。コンピュータ
実行可能コードは、様々な機能を実行すること、および/または本明細書において説明す
る様々な態様を有効化することを行うように構成された命令を含んでもよい。コンピュー
タ実行可能命令は、スケジューリングエンティティ102の様々なハードウェア構成要素(た
とえば、プロセッサ204、および/またはその回路220、221、222、223のうちのいずれか)
によって実行されてもよい。コンピュータ実行可能命令は、様々なソフトウェアプログラ
ムおよび/またはソフトウェアモジュールの一部であってもよい。このコンピュータ実行
可能コードは、エアインターフェースを利用して、データ部分と、データ部分内に少なく
とも部分的に埋め込まれた制御チャネルとを含むサブフレームを送信するように構成され
た送信命令240を含んでもよい。制御チャネルは、サブフレームのデータ部分内に少なく
とも部分的に埋め込まれた1つまたは複数のパイロットトーンを含んでもよい。制御チャ
ネルは、サブフレームを送信する前に送信されるスケジューリング情報とは異なってもよ
い。
【００２２】
　コンピュータ実行可能コードはオーバーライド命令241を含んでもよい。オーバーライ
ド命令241は、サブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングされたデータの優
先度を判定するように構成されてもよい。オーバーライド回路241は、送信する準備が整
った他のデータがサブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングされたデータの
優先度よりも高い優先度を有するかどうかを判定するように構成されてもよい。送信する
準備が整った他のデータが、サブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングされ
たデータの優先度よりも高い優先度を有するとき、制御チャネルはオーバーライドインジ
ケータを含んでもよい。場合によっては、オーバーライドインジケータは、サブフレーム
での送信に関してすでにスケジューリングされたデータがサブフレームでの送信に関して
すでにスケジューリングされたデータの優先度よりも高い優先度を有する他のデータによ
ってオーバーライドされることを示すように設定される。いくつかの他の例では、オーバ
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ーライドインジケータは、サブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングされた
データの優先度よりも高い優先度を有する他のデータを含めるためのサブフレームのデー
タ部分内のリソース要素のパンクチャリングを示すように設定される。
【００２３】
　コンピュータ実行可能コードはMU-MIMO命令242を含んでもよい。MU-MIMO命令242は、サ
ブフレームがMU-MIMO送信に含まれるかどうかを判定するように構成されてもよい。サブ
フレームがMU-MIMO送信に含まれるとき、制御チャネルは変調インジケータを含んでもよ
い。変調インジケータは、MU-MIMO送信に含まれる別の装置(たとえば、別のUE)の変調に
相当する情報を示すように設定されてもよい。
【００２４】
　上記の説明は、スケジューリングエンティティ102のコンピュータ可読媒体206の非限定
的な例を示す。上記では様々なコンピュータ実行可能命令240、241、242について説明し
たが、当業者には、コンピュータ可読媒体206が、上述のコンピュータ実行可能命令240、
241、242への追加および/または代替である様々な他のコンピュータ実行可能命令243も含
んでもよいことが理解されよう。そのような他のコンピュータ実行可能命令243は、本明
細書において説明した機能、方法、プロセス、特徴、および/または態様のうちの任意の1
つまたは複数向けに構成されてもよい。
【００２５】
　メモリ214は、様々なメモリモジュールを含み得る。メモリモジュールは、プロセッサ2
04またはその回路220、221、222、223のいずれかによって、様々な値および/または情報
を記憶し、そこから読み取らせるように構成されてもよい。メモリモジュールは、コンピ
ュータ可読媒体206に含まれるコンピュータ実行可能コード、またはその命令240、241、2
42、243のいずれかの実行時に、様々な値および/または情報を記憶し、そこから読み取ら
せるように構成されてもよい。メモリ214は、優先度データ230を含んでもよい。優先度デ
ータ230は、送信されるデータの優先度に関する情報を含んでもよい。上記において詳し
く説明したように、TTIの持続時間は、送信されるデータの優先度に基づいて異なっても
よい。たとえば、TTIは、送信されるデータの優先度に反比例してもよい。場合によって
は、データの優先度はデータのサービス品質(QoS)に関係付けられる場合がある。たとえ
ば、比較的高いQoSを有するデータは比較的高い優先度を有する場合がある。いくつかの
通信ネットワーク(たとえば、5Gネットワーク)は、様々なアプリケーションに種々のレベ
ルのQoSを提供する場合がある。したがって、本明細書においてより詳しく説明するよう
に、場合によっては可変TTI構成が実現されてもよい。
【００２６】
　メモリ214は、変調データ231を含んでもよい。変調データは、MU-MIMO送信に含まれる1
つまたは複数のサブフレームの変調順序、方式、および/または設定に関する情報を含ん
でもよい。たとえば、MU-MIMO送信のストリームは、変調インジケータを有する制御チャ
ネルを含むサブフレームを含んでもよく、その変調インジケータは、同じリソース要素内
のMU-MIMO送信の別のストリームの変調順序に関する情報を提供してもよい。スケジュー
リングエンティティ102は、MU-MIMO送信情報を従属エンティティ104に送信する前に変調
データ231を使用してそのようなサブフレームの変調を符号化してもよい。上記ではメモ
リ214の様々なタイプのデータについて説明したが、当業者には、メモリ214が、上述のデ
ータ230、231への追加および/または代替である様々な他のデータを含んでもよいことが
理解されよう。そのような他のデータは、本明細書において説明した機能、方法、プロセ
ス、特徴、および/または態様のうちの任意の1つまたは複数と関連付けされてもよい。
【００２７】
　当業者には、スケジューリングエンティティ102が、本開示の範囲から逸脱することな
く代替および/または追加の特徴を含んでもよいことが理解されよう。本開示の様々な態
様によれば、要素、または要素の任意の一部分、または要素の任意の組合せが、1つまた
は複数のプロセッサ204を含む処理システムとともに実装されてもよい。1つまたは複数の
プロセッサ204の例には、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プ
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ロセッサ(DSP)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、プログラマブル論理デ
バイス(PLD)、ステートマシン、ゲート論理、ディスクリートハードウェア回路、および
本開示全体にわたって説明する様々な機能を実施するように構成された他の適切なハード
ウェアが含まれる。処理システムは、バス216およびバスインターフェース208によって概
略的に表されるバスアーキテクチャとともに実装されてもよい。バス216は、処理システ
ムの特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続するバスおよび
ブリッジを含んでもよい。バス216は、1つまたは複数のプロセッサ204、メモリ214、およ
びコンピュータ可読媒体206を含む様々な回路を互いにリンクしてもよい。バス216はまた
、当技術分野でよく知られている、タイミングソース、周辺装置、電圧レギュレータ、お
よび電力管理回路などの様々な他の回路をリンクしてもよい。
【００２８】
　1つまたは複数のプロセッサ204は、バス216を管理する役目を果たし、かつコンピュー
タ可読媒体206に記憶されたソフトウェアの実行を含む全般的な処理に対して責任を負っ
てもよい。ソフトウェアは、1つまたは複数のプロセッサ204によって実行されたときに、
任意の1つまたは複数の装置について以下で説明する様々な機能を処理システムに実行さ
せる。コンピュータ可読媒体206はまた、ソフトウェアを実行するときに1つまたは複数の
プロセッサ204によって処理されるデータを記憶するために使用されてもよい。ソフトウ
ェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア
記述言語、またはその他の名称のうちのいずれで呼ばれるかにかかわらず、命令、命令セ
ット、コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソ
フトウェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェ
アパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行可能ファイル、実行スレッ
ド、プロシージャ、関数などを意味するように広く解釈されなければならない。ソフトウ
ェアは、コンピュータ可読媒体206上に存在してもよい。
【００２９】
　コンピュータ可読媒体206は、非一時的コンピュータ可読媒体である可能性がある。非
一時的コンピュータ可読媒体には、例として、磁気ストレージデバイス(たとえば、ハー
ドディスク、フロッピーディスク、磁気ストリップ)、光ディスク(たとえば、コンパクト
ディスク(CD)またはデジタル多用途ディスク(DVD))、スマートカード、フラッシュメモリ
デバイス(たとえば、カード、スティック、またはキードライブ)、ランダムアクセスメモ
リ(RAM)、読取り専用メモリ(ROM)、プログラマブルROM(PROM)、消去可能PROM(EPROM)、電
気的消去可能PROM(EEPROM)、レジスタ、リムーバブルディスク、ならびにコンピュータに
よってアクセスされ読み取られる場合があるソフトウェアおよび/または命令を記憶する
ための任意の他の適切な媒体が含まれる。コンピュータ可読媒体206はまた、例として、
搬送波、伝送線路、ならびにコンピュータによってアクセスされ読み取られる場合がある
、ソフトウェアおよび/または命令を送信するための任意の他の適切な媒体を含んでもよ
い。コンピュータ可読媒体206は、処理システム内に存在してもよく、処理システムの外
部に存在してもよく、または処理システムを含む複数のエンティティにわたって分散され
てもよい。コンピュータ可読媒体206は、コンピュータプログラム製品内で具現化されて
もよい。限定ではなく例として、コンピュータプログラム製品は、パッケージング材料の
中のコンピュータ可読媒体を含んでもよい。当業者には、特定の適用例および全体的なシ
ステムに課された全体的な設計制約に応じて、本開示全体にわたって提示される上述の機
能を最適に実施する方法が認識されよう。
【００３０】
　図3は、本開示の態様による、従属エンティティ104のハードウェア実装形態の一例を示
す図300である。従属エンティティ104は、ユーザインターフェース312を含んでもよい。
ユーザインターフェース312は、1つまたは複数の入力を従属エンティティ104のユーザか
ら受信するように構成されてもよい。ユーザインターフェース312はまた、従属エンティ
ティ104のユーザに対して情報を表示するように構成されてもよい。ユーザインターフェ
ース312は、バスインターフェース308を介してデータを交換してもよい。従属エンティテ
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ィ104は、トランシーバ310を含んでもよい。トランシーバ310は、別の装置と通信して、
データを受信しならびに/あるいはデータを送信するように構成されてもよい。トランシ
ーバ310は、有線伝送媒体および/またはワイヤレス伝送媒体を介して別の装置と通信する
ための手段を構成する。トランシーバ310は、エアインターフェースを利用して、データ
部分と、データ部分内に少なくとも部分的に埋め込まれた制御チャネルとを含むサブフレ
ームを受信するための手段を構成してもよい。本開示の態様によれば、「通信(伝達)する
」および/または「通信(伝達)している」という用語は送信または受信の少なくとも一方
を指す。当業者には、本開示の範囲から逸脱することなく、多くのタイプの技術によって
そのような通信が実行されてもよいことが理解されよう。
【００３１】
　スケジューリングエンティティ104は、メモリ314と、1つまたは複数のプロセッサ304と
、コンピュータ可読媒体306と、バスインターフェース308とを含んでもよい。バスインタ
ーフェース308は、バス316とトランシーバ310との間のインターフェースを構成してもよ
い。メモリ314、1つまたは複数のプロセッサ304、コンピュータ可読媒体306、およびバス
インターフェース308は、バス316を介して互いに接続されてもよい。プロセッサ304は、
トランシーバ310および/またはメモリ314に通信可能に結合されてもよい。
【００３２】
　プロセッサ304は、受信回路320を含んでもよい。受信回路320は、エアインターフェー
スを利用して、データ部分と、データ部分内に少なくとも部分的に埋め込まれた制御チャ
ネルとを含むサブフレームを受信するための手段を構成する様々なハードウェア構成要素
を含み、ならびに/あるいはそのような手段を構成する様々なアルゴリズムを実行しても
よい。制御チャネルは、サブフレームのデータ部分内に少なくとも部分的に埋め込まれた
1つまたは複数のパイロットトーンを含んでもよい。制御チャネルは、サブフレームを送
信する前に送信されるスケジューリング情報とは異なってもよい。
【００３３】
　プロセッサ304はオーバーライド回路321を含んでもよい。送信する準備が整った他のデ
ータが、サブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングされたデータの優先度よ
りも高い優先度を有するとき、制御チャネルはオーバーライドインジケータを含んでもよ
い。場合によっては、オーバーライドインジケータは、サブフレームでの送信に関してす
でにスケジューリングされたデータがサブフレームでの送信に関してすでにスケジューリ
ングされたデータの優先度よりも高い優先度を有する他のデータによってオーバーライド
されることを示すように設定される。いくつかの他の例では、オーバーライドインジケー
タは、サブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングされたデータの優先度より
も高い優先度を有する他のデータを含めるためのサブフレームのデータ部分内のリソース
要素のパンクチャリングを示すように設定される。オーバーライド回路321は、サブフレ
ームでの送信に関してすでにスケジューリングされたデータの優先度を判定するための手
段を構成する様々なハードウェア構成要素を含んでもよく、ならびに/あるいはそのよう
な手段を構成する様々なアルゴリズムを実行してもよい。
【００３４】
　プロセッサ304は復調回路322を含んでもよい。サブフレームがMU-MIMO送信に含まれる
とき、制御チャネルは変調インジケータを含んでもよい。変調インジケータは、MU-MIMO
送信に含まれる別の装置(たとえば、別のUE)の変調に相当する情報を示すように設定され
てもよい。復調回路322は、装置を対象とするデータのサブフレームを、変調インジケー
タを使用して、同じサブフレームにおいてスケジューリングされた他の装置と協働で復調
するための手段を構成するハードウェア構成要素を含んでもよく、ならびに/あるいはそ
のような手段を構成する様々なアルゴリズムを実行してもよい。
【００３５】
　上記の説明は、従属エンティティ104のプロセッサ304の非限定的な例を示す。上記では
様々な回路320、321、322について説明したが、当業者には、プロセッサ304が、上述の回
路320、321、322への追加および/または代替である様々な他の回路323も含んでもよいこ
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とが理解されよう。そのような他の回路323は、本明細書において説明した機能、方法、
プロセス、特徴、および/または態様のうちの任意の1つまたは複数を実行するための手段
を構成してもよい。
【００３６】
　コンピュータ可読媒体306は、コンピュータ実行可能コードを記憶してもよい。コンピ
ュータ実行可能コードは、本開示の様々な態様による命令を含んでもよい。コンピュータ
実行可能コードは、様々な機能を実行すること、および/または本明細書において説明す
る様々な態様を有効化することを行うように構成された命令を含んでもよい。コンピュー
タ実行可能命令は、従属エンティティ104の様々なハードウェア構成要素(たとえば、プロ
セッサ304、および/またはその回路320、321、322、323のうちのいずれか)によって実行
されてもよい。コンピュータ実行可能命令は、様々なソフトウェアプログラムおよび/ま
たはソフトウェアモジュールの一部であってもよい。このコンピュータ実行可能コードは
、エアインターフェースを利用して、データ部分と、データ部分内に少なくとも部分的に
埋め込まれた制御チャネルとを含むサブフレームを受信するように構成された受信命令34
0を含んでもよい。制御チャネルは、サブフレームのデータ部分内に少なくとも部分的に
埋め込まれた1つまたは複数のパイロットトーンを含んでもよい。制御チャネルは、サブ
フレームを送信する前に送信されるスケジューリング情報とは異なってもよい。
【００３７】
　コンピュータ実行可能コードはオーバーライド命令341を含んでもよい。送信する準備
が整った他のデータが、サブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングされたデ
ータの優先度よりも高い優先度を有するとき、制御チャネルはオーバーライドインジケー
タを含んでもよい。場合によっては、オーバーライドインジケータは、サブフレームでの
送信に関してすでにスケジューリングされたデータがサブフレームでの送信に関してすで
にスケジューリングされたデータの優先度よりも高い優先度を有する他のデータによって
オーバーライドされることを示すように設定される。いくつかの他の例では、オーバーラ
イドインジケータは、サブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングされたデー
タの優先度よりも高い優先度を有する他のデータを含めるためのサブフレームのデータ部
分内のリソース要素のパンクチャリングを示すように設定される。オーバーライド命令34
1は、すでにスケジューリングされたデータの代わりにより高い優先度を有する他のデー
タを受信するように構成されてもよい。
【００３８】
　コンピュータ実行可能コードは復調命令342を含んでもよい。サブフレームがMU-MIMO送
信に含まれるとき、制御チャネルは変調インジケータを含んでもよい。変調インジケータ
は、MU-MIMO送信に含まれる別の装置(たとえば、別のUE)の変調に相当する情報を示すよ
うに設定されてもよい。復調命令342は、装置を対象とするデータのサブフレームを、変
調インジケータを使用して、同じサブフレームにおいてスケジューリングされた他の装置
と協働で復調するように構成されてもよい。
【００３９】
　上記の説明は、従属エンティティ104のコンピュータ可読媒体306の非限定的な例を示す
。上記では様々なコンピュータ実行可能命令340、341、342について説明したが、当業者
には、コンピュータ可読媒体306が、上述のコンピュータ実行可能命令340、341、342への
追加および/または代替である様々な他のコンピュータ実行可能命令343も含んでもよいこ
とが理解されよう。そのような他のコンピュータ実行可能命令343は、本明細書において
説明した機能、方法、プロセス、特徴、および/または態様のうちの任意の1つまたは複数
向けに構成されてもよい。
【００４０】
　メモリ314は、様々なメモリモジュールを含んでもよい。メモリモジュールは、プロセ
ッサ304またはその回路320、321、322、323のいずれかによって、様々な値および/または
情報を記憶し、そこから読み取らせるように構成されてもよい。メモリモジュールはまた
、コンピュータ可読媒体306に含まれるコンピュータ実行可能コード、またはその命令340
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、341、342、343のいずれかの実行時に、様々な値および/または情報を記憶し、そこから
読み取らせるように構成され得る。メモリ314は、優先度データ330を含んでもよい。優先
度データ330は、送信されるデータの優先度に関する情報を含んでもよい。上記において
詳しく説明したように、TTIの持続時間は、送信されるデータの優先度に基づいて異なっ
てもよい。たとえば、TTIは、送信されるデータの優先度に反比例してもよい。場合によ
っては、データの優先度はデータのQoSに関係付けられる場合がある。たとえば、比較的
高いQoSを有するデータは比較的高い優先度を有する場合がある。
【００４１】
　メモリ314は、変調データ331を含んでもよい。変調データは、MU-MIMO送信に含まれる1
つまたは複数のサブフレームの変調順序、方式、および/または設定に関する情報を含ん
でもよい。たとえば、MU-MIMO送信のストリームは、変調インジケータを有する制御チャ
ネルを含むサブフレームを含んでもよく、その変調インジケータは、MU-MIMO送信の別の
ストリームに含まれるサブフレームの変調順序に関する情報を提示する。従属エンティテ
ィ104は、従属エンティティ104からMU-MIMO送信情報を受信した後に変調データ331を使用
してそのようなサブフレームを復調してもよい。上記ではメモリ314の様々なタイプのデ
ータについて説明したが、当業者には、メモリ314が、上述のデータ330、331への追加お
よび/または代替である様々な他のデータを含んでもよいことが理解されよう。そのよう
な他のデータは、本明細書において説明した機能、方法、プロセス、特徴、および/また
は態様のうちの任意の1つまたは複数と関連付けされてもよい。
【００４２】
　当業者には、従属エンティティ104が、本開示の範囲から逸脱することなく代替および/
または追加の特徴を含んでもよいが理解されよう。本開示の様々な態様によれば、要素、
または要素の任意の一部分、または要素の任意の組合せが、1つまたは複数のプロセッサ3
04を含む処理システムとともに実装されてもよい。1つまたは複数のプロセッサ304の例に
は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、DSP、FPGA、PLD、ステートマシン、ゲ
ート論理、ディスクリートハードウェア回路、および本開示全体にわたって説明する様々
な機能を実施するように構成された他の適切なハードウェアが含まれる。処理システムは
、バス316およびバスインターフェース308によって概略的に表されるバスアーキテクチャ
とともに実装されてもよい。バス316は、処理システムの特定の適用例および全体的な設
計制約に応じて、任意の数の相互接続するバスおよびブリッジを含んでもよい。バス316
は、1つまたは複数のプロセッサ304、メモリ314、およびコンピュータ可読媒体306を含む
様々な回路を互いにリンクしてもよい。バス316はまた、当技術分野でよく知られている
、タイミングソース、周辺装置、電圧レギュレータ、および電力管理回路などの様々な他
の回路をリンクしてもよい。
【００４３】
　1つまたは複数のプロセッサ304は、バス316を管理することを担当し、かつコンピュー
タ可読媒体306に記憶されたソフトウェアの実行を含む全般的な処理を担当してもよい。
ソフトウェアは、1つまたは複数のプロセッサ304によって実行されたときに、任意の1つ
または複数の装置について以下で説明する様々な機能を処理システムに実行させる。コン
ピュータ可読媒体306はまた、ソフトウェアを実行するときに1つまたは複数のプロセッサ
304によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。ソフトウェアは、ソフト
ウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語、また
はその他の名称のうちのいずれで呼ばれるかにかかわらず、命令、命令セット、コード、
コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジ
ュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、
ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行可能ファイル、実行スレッド、プロシージ
ャ、関数などを意味するように広く解釈されなければならない。ソフトウェアは、コンピ
ュータ可読媒体306上に存在してもよい。
【００４４】
　コンピュータ可読媒体306は、非一時的コンピュータ可読媒体であってもよい。非一時
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的コンピュータ可読媒体には、例として、磁気ストレージデバイス(たとえば、ハードデ
ィスク、フロッピーディスク、磁気ストリップ)、光ディスク(たとえば、CDまたはDVD)、
スマートカード、フラッシュメモリデバイス(たとえば、カード、スティック、またはキ
ードライブ)、RAM、ROM、PROM、EPROM、EEPROM、レジスタ、リムーバブルディスク、なら
びに、コンピュータがアクセスし読み取ることができるソフトウェアおよび/または命令
を記憶するための任意の他の適切な媒体が含まれる。コンピュータ可読媒体306はまた、
例として、搬送波、伝送線路、ならびにコンピュータによってアクセスされ読み取られる
場合がある、ソフトウェアおよび/または命令を送信するための任意の他の適切な媒体を
含んでもよい。コンピュータ可読媒体306は、処理システム内に存在してもよく、処理シ
ステムの外部に存在してもよく、または処理システムを含む複数のエンティティにわたっ
て分散されてもよい。コンピュータ可読媒体306は、コンピュータプログラム製品内で具
現化されてもよい。限定ではなく例として、コンピュータプログラム製品は、パッケージ
ング材料内にコンピュータ可読媒体を含んでもよい。当業者には、特定の適用例および全
体的なシステムに課された全体的な設計制約に応じて、本開示全体にわたって提示される
上述の機能を最適に実施する方法が認識されよう。
【００４５】
　図4は、本開示の態様による、アクセスネットワークにおいて従属エンティティ104と通
信するスケジューリングエンティティ102の図400である。DLでは、コアネットワークから
の上位レイヤパケットが、コントローラ/プロセッサ475に供給される。コントローラ/プ
ロセッサ475は、L2レイヤの機能を実施する。DLでは、コントローラ/プロセッサ475は、
ヘッダ圧縮、暗号化、パケットのセグメント化および並べ替え、論理チャネルとトランス
ポートチャネルとの間の多重化、ならびに様々な優先度メトリックに基づく従属エンティ
ティ104への無線リソース割振りを行う。コントローラ/プロセッサ475は、HARQ動作、失
われたパケットの再送、従属エンティティ104へのシグナリングに対する責任も負う。
【００４６】
　送信(TX)プロセッサ416は、L1レイヤ(すなわち、物理レイヤ)に関する種々の信号処理
機能を実現する。信号処理機能には、従属エンティティ104における前方誤り訂正(FEC)を
促進するためのコーディングおよびインターリービングならびに様々な変調方式(たとえ
ば、2位相シフトキーイング(BPSK)、4位相シフトキーイング(QPSK)、M位相シフトキーイ
ング(M-PSK)、M直交振幅変調(M-QAM))に基づく信号コンステレーションへのマッピングが
含まれる。次いで、コーディングされ変調されたシンボルが、並列ストリームに分割され
る。次いで、各ストリームは、直交周波数分割多重(OFDM)サブキャリアにマッピングされ
、時間領域および/または周波数領域において基準信号(たとえば、パイロット)と多重化
され、次いで、逆高速フーリエ変換(IFFT)を使用して組み合わされて、時間領域OFDMシン
ボルストリームを搬送する物理チャネルを生成する。OFDMストリームは、空間的にプリコ
ーディングされて、複数の空間ストリームを生成する。チャネル推定器474からのチャネ
ル推定値が、コーディングおよび変調の方式を決定するために使用されるとともに、空間
処理のために使用される場合がある。チャネル推定値は、従属エンティティ104によって
送信された基準信号および/またはチャネル状態フィードバックから導出されてもよい。
次いで、各空間ストリームは、別個のトランスミッタ418TXを介して異なるアンテナ420に
供給されてもよい。各トランスミッタ418TXは、送信用のそれぞれの空間ストリームを用
いてRFキャリアを変調してもよい。
【００４７】
　従属エンティティ104において、各レシーバ454RXは、そのそれぞれのアンテナ452を介
して信号を受信する。各レシーバ454RXは、RFキャリア上に変調されている情報を復元し
、その情報を受信(RX)プロセッサ456に供給する。RXプロセッサ456は、L1レイヤの種々の
信号処理機能を実施する。RXプロセッサ456は、従属エンティティ104を宛先とする任意の
空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行してもよい。複数の空間
ストリームが従属エンティティ104を宛先とする場合、それらの空間ストリームは、RXプ
ロセッサ456によって単一のOFDMシンボルストリームとして組み合わされてもよい。次い
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で、RXプロセッサ456は、高速フーリエ変換(FFT)を使用して、OFDMシンボルストリームを
時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、OFDM信号のサブキャリアごとに
別個のOFDMシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボル、および基準信号
が、スケジューリングエンティティ102によって送信された最も可能性の高い信号コンス
テレーションポイントを判定することによって復元され復調される。これらの軟判定は、
チャネル推定器458によって計算されたチャネル推定値に基づいてもよい。次いで、軟判
定は復号されデインタリーブされて、物理チャネル上でスケジューリングエンティティ10
2によって最初に送信されたデータおよび制御信号を復元する。次いで、データ信号およ
び制御信号は、コントローラ/プロセッサ459に供給される。
【００４８】
　コントローラ/プロセッサ459はL2レイヤを実現する。コントローラ/プロセッサは、プ
ログラムコードおよびデータを記憶するメモリ460に関連付けることができる。メモリ460
は、コンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ULでは、コントローラ/プロセッサ459
は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポートチャ
ネルと論理チャネルとの間の逆多重化、パケット再組立、解読、ヘッダ圧縮解除、制御信
号処理を行う。次いで、上位レイヤパケットはデータシンク462に供給され、データシン
ク462はL2レイヤの上方のすべてのプロトコルレイヤを表す。様々な制御信号が、L3処理
のためにデータシンク462に供給されてもよい。コントローラ/プロセッサ459はまた、HAR
Q動作をサポートするために、確認応答(ACK)および/または否定応答(NACK)のプロトコル
を使用して誤り検出を行う責任を負う。
【００４９】
　ULでは、データソース467は、上位レイヤパケットをコントローラ/プロセッサ459に供
給するために使用される。データソース467は、L2レイヤの上方のすべてのプロトコルレ
イヤを表す。コントローラ/プロセッサ459は、スケジューリングエンティティ102によるD
L送信に関して説明した機能と同様に、ヘッダ圧縮、暗号化、パケットのセグメント化お
よび並べ替え、ならびに、スケジューリングエンティティ102による無線リソース割振り
に基づく論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を行うことによって、ユ
ーザプレーンおよび制御プレーンに関するL2レイヤを実装する。コントローラ/プロセッ
サ459は、HARQ動作、失われたパケットの再送、スケジューリングエンティティ102へのシ
グナリングに対する責任も負う。
【００５０】
　適切なコーディングおよび変調の方式を選択し、空間処理を容易にするために、スケジ
ューリングエンティティ102によって送信された基準信号またはフィードバックからチャ
ネル推定器458によって導出されたチャネル推定値が、TXプロセッサ468によって使用され
てもよい。TXプロセッサ468によって生成された空間ストリームは、別個のトランスミッ
タ454TXを介して異なるアンテナ452に供給されてもよい。各トランスミッタ454TXは、送
信用のそれぞれの空間ストリームを用いてRFキャリアを変調してもよい。
【００５１】
　UL送信は、スケジューリングエンティティ102において、従属エンティティ104における
レシーバ機能に関して説明した方法と同様の方法で処理される。各レシーバ418RXは、そ
れのそれぞれのアンテナ420を通じて信号を受信する。各レシーバ418RXは、RFキャリア上
に変調されている情報を復元し、その情報をRXプロセッサ470に供給する。RXプロセッサ4
70は、L1レイヤを実装してもよい。
【００５２】
　コントローラ/プロセッサ475はL2レイヤを実現する。コントローラ/プロセッサ475は、
プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ476に関連付けることができる。メモリ4
76は、コンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ULでは、コントローラ/プロセッサ4
75が、従属エンティティ104からの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポー
トチャネルと論理チャネルとの間の逆多重化、パケット再組立、暗号化解除、ヘッダ圧縮
解除、制御信号処理を行う。コントローラ/プロセッサ475からの上位レイヤパケットは、
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コアネットワークに供給される場合がある。コントローラ/プロセッサ475は、HARQ動作を
サポートするために、ACKおよび/またはNACKプロトコルを使用して誤り検出を行う責任も
負う。
【００５３】
　本明細書で使用される「エアインターフェース」は、複数のキャリア周波数上でデジタ
ルデータを符号化する方法を利用するワイヤレス通信のための装置(たとえば、スケジュ
ーリングエンティティ102および/または従属エンティティ104)のエアインターフェースを
指す場合がある。いくつかの例では、そのようなエアインターフェースはOFDMエアインタ
ーフェースであってもよい。概して、OFDMは、デジタルマルチキャリア変調方法として使
用される場合がある周波数分割多重化(FDM)方式である。一般に、FDMは、通信媒体におい
て利用できる全帯域幅が、各サブバンドが別個の信号を伝送するのに利用される場合があ
る一連の重複しない周波数サブバンドに分割するための技法である。OFDMでは、いくつか
の互いに並行なデータストリームまたはチャネル上でデータを伝送するのに間隔が密な多
数の直交サブキャリア信号が使用される。各サブキャリアは、直交振幅変調(QAM)または
位相シフトキーイング(PSK)などの、特定の変調順序、方式、および/または設定によって
変調されてもよい。OFDMエアインターフェースは、広帯域デジタル通信、ワイヤレスネッ
トワーク、モバイル通信、デジタル加入者回線(DSL)、インターネットアクセスなどの多
数の通信システムに導入されてもよい。本明細書ではOFDMエアインターフェースの様々な
例を提示するが、当業者には、本明細書において説明するあらゆるエアインターフェース
が、本開示の範囲から逸脱せずに他の様々な技法において実装または導入されてもよいこ
とが理解されよう。場合によっては、エアインターフェースは、シングルキャリア周波数
分割多元接続(SC-FDMA)エアインターフェースであってもよい。場合によっては、エアイ
ンターフェースは、符号分割多元接続(CDMA)エアインターフェースであってもよい。
【００５４】
　図5は、本開示の態様による、様々な送信時間間隔(TTI)の例を示す図500である。概し
て、TTIは、上位レイヤからのデータを無線リンクレイヤ上で送信できるように各フレー
ムにカプセル化することに関するパラメータを指す。TTIは、無線リンク上での送信の持
続時間を指す場合がある。TTIは、上位ネットワークレイヤから無線リンクレイヤに渡さ
れるデータブロックのサイズに関係する場合がある。たとえば、データは、トランスミッ
タにおいてブロックに分割されてもよく、1つ(または複数の)そのようなブロックを送信
するのに必要な時間の長さがTTIを決定する場合がある。
【００５５】
　TTIの持続時間は、1つまたは複数の因子に基づいて異なってもよい。場合によっては、
TTIの持続時間は、送信されるデータの優先度に基づいて異なってもよい。たとえば、TTI
は、送信されるデータの優先度に反比例してもよい。送信されるデータの優先度が比較的
高い場合、TTIは持続時間が比較的短い場合がある。逆に、送信されるデータの優先度が
比較的低い場合、TTIは持続時間が比較的長い場合がある。したがって、図5に示すように
、MiCrデータのTTIは、他のデータが送信されるTTIよりも短いTTIの間に送信される。場
合によっては、データの優先度はデータのサービス品質(QoS)に関係付けられる場合があ
る。たとえば、比較的高いQoSを有するデータは比較的高い優先度を有する場合がある。
概して、QoSは、サービス品質の定性的測度であり、エラーレート、ビットレート、スル
ープット、送信遅延、ジッタ、および様々な他の因子などの多数の因子を考慮に入れる場
合がある。
【００５６】
　上記においてより詳しく説明したように、MiCrデータは、比較的短いレイテンシの要件
または極めて短いレイテンシの要件を有するデータを指す。たとえば、MiCrデータのレイ
テンシ要件は、そのサブフレームに含まれる他のデータのレイテンシ要件よりも短い場合
がある。概して、レイテンシは、その意図された宛先におけるデータの受信に関連する遅
延を指す。いくつかの構成では、MiCrデータは、比較的高い優先度の要件を有するデータ
を指す。たとえば、MiCrデータの優先度要件は、サブフレームに含まれる他のデータの優
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先度要件よりも高い場合がある。概して、優先度は、データの重要度または時間的感度を
指す。比較的高い重要度および/または比較的大きい時間的感度を有するデータは、比較
的低い重要度および/または比較的小さい時間的感度を有する他のデータよりも前に受信
すべきである。いくつかの設定では、MiCrデータは、比較的高い信頼性の要件を有するデ
ータを指す。たとえば、MiCrデータの信頼性要件は、そのサブフレームに含まれる他のデ
ータの信頼性要件よりも高い場合がある。概して、信頼性は、意図された宛先によってデ
ータをエラーなしに首尾よく受信することがどれだけ一貫して行われるかを指す。
【００５７】
　図5では、様々な時間マーカが(参考を目的として)時間T0～時間T16として示されている
。長いTTIが、1ミリ秒(ms)の持続時間を有するように示されている。中間TTIが、500マイ
クロ秒(μs)の持続時間を有するように示されている。短いTTIが、250μsの持続時間を有
するように示されている。MiCr TTIが、125μsの持続時間を有するように示されている。
図5に示すTTI持続時間は、多数の例のうちの1つを表す。当業者には、そのような持続時
間のうちの任意の1つまたは複数が、本開示の範囲から逸脱することなく特定の実装形態
および設計制約に基づいて変更されてもよいことが理解されよう。多くのシステムでは、
サブフレームのデータ部分が送信される前にスケジューリング情報が送信され、そのスケ
ジューリング情報は、そのサブフレームのデータ部分におけるリソース要素に関するデー
タをスケジューリングするように構成されてもよい。たとえば、図5に示されている長いT
TIのうちの1つは時間T8において終了する。その長いTTIの場合、スケジューリング情報は
、TTIの開始時間に(または開始時間頃に)送信されてもよい(たとえば、時間T0～時間T8ま
での長いTTIの場合は時間T0または時間T0頃)。
【００５８】
　場合によっては、スケジューリングエンティティ102の上位レイヤ(たとえば、媒体アク
セス制御(MAC)レイヤ)が、送信に関してすでにスケジューリングされた他のデータの優先
度よりも高い優先度を有するいくつかのデータを下位レイヤ(たとえば、物理(PHY)レイヤ
)に供給してもよい。たとえば、スケジューリングエンティティ102は、すでに時間T0～時
間T8までの長いTTIの間に送信に関してスケジューリングされている場合がある。しかし
、その長いTTIの終了時間(たとえば、時間T8)よりも前のある時間において、スケジュー
リングエンティティ102が、送信する準備の整ったあるデータが、その長いTTIの間の送信
に関してすでにスケジューリングされたデータよりも高い優先度を有すると判定する場合
がある。たとえば、スケジューリングエンティティ102は、時間T4において、その長いTTI
の間の送信に関してすでにスケジューリングされたデータの優先度よりも高い優先度を有
するデータを受信する場合がある。そのようなデータは比較的高い優先度を有するので、
その比較的高い優先度を有するデータに関するTTIの持続時間は長いTTIの持続時間(たと
えば、1ms)よりも短くなる。そのような比較的高い優先度を有するデータがMiCrデータで
ある場合、そのようなデータに関するTTIの持続時間は125μsである場合がある。そのよ
うなデータ(たとえば、MiCrデータ)は他のあるデータ(たとえば、時間T0～時間T8までの
長いTTIの間の送信に関してすでにスケジューリングされたデータ)よりも比較的高い優先
度を有するデータとして指定されているので、そのような比較的高い優先度を有するデー
タが比較的低い優先度を有するデータの送信をオーバーライドすることが望ましい場合が
ある。
【００５９】
　しかし、既存のシステムは、従属エンティティ104へのそのようなオーバーライド情報
を伝達するためにサブフレームのデータ部分に埋め込まれた制御チャネルを含まない。た
とえば、短いTTIに関するデータがスケジューリングされた長いTTIの間に送信する準備が
整った場合、短いTTIに関するデータが優先され、長いTTIをオーバーライドする。したが
って、スケジューリングされた長いTTIは、短いTTIに関するデータの送信が終了するまで
一時的に停止される。したがって、そのような既存のシステムでは、そのようなオーバー
ライドを示す任意の情報は、後続の長いTTIの開始時間に(または開始時間頃に)(たとえば
、T8～T16までの長いTTIの場合の時間T8または時間T8頃に)送信される。
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【００６０】
　そのような既存のシステムと比較して、本開示の様々な態様は、データ部分内に少なく
とも部分的に埋め込まれた制御チャネルを含むサブフレーム構造を構成する。当業者には
、(本明細書において使用される)「制御チャネル」という用語が、本開示の範囲から逸脱
することなく、様々な代替の用語を包含することが理解されよう。限定はしないが、その
ような代替の用語には、インジケータチャネル、制御インジケータチャネル、オーバーラ
イドインジケータチャネル、最適化インジケータチャネル、パンクチャリングインジケー
タチャネル、MiCrパンクチャリングインジケータチャネル、および/または様々な他の適
切な用語が含まれる。制御チャネルは、本開示の範囲から逸脱せずにブロードキャストま
たはユニキャスト(制御チャネルの追加のチャネル化を必要とする場合がある)を介して供
給される場合がある。
【００６１】
　この制御チャネルは、サブフレームを送信する前に送信されるスケジューリング情報と
は異なる。上述のように、そのようなスケジューリング情報は、サブフレームのデータ部
分におけるリソース要素に関するデータをスケジューリングするように構成される。場合
によっては、制御チャネルは、送信する準備が整った他のデータがサブフレームでの送信
に関してすでにスケジューリングされたデータの優先度よりも高い優先度を有するときに
オーバーライドインジケータを含む。オーバーライドインジケータは、サブフレームでの
送信に関してすでにスケジューリングされたデータがサブフレームでの送信に関してすで
にスケジューリングされたデータの優先度よりも高い優先度を有する他のデータによって
オーバーライドされることを示すように設定される。
【００６２】
　したがって、スケジューリングエンティティ102は、長いTTIのデータ部分の(たとえば
、送信後ではなく)送信中に上述のオーバーライド情報を伝達することができる。たとえ
ば、図5を参照するとわかるように、スケジューリングエンティティ102は、時間T8(たと
えば、次のTTIの開始時間/次のTTIの開始時間頃)ではなく時間T4(たとえば、時間T0～時
間T8までの長いTTIにおけるサブフレームのデータ部分の送信が終了する前)にそのような
オーバーライド情報を伝達してもよい。言い換えれば、オーバーライドインジケータは、
TTIの持続時間全体よりも短い持続時間の後に提示されてもよい。たとえば、図5を参照す
るとわかるように、スケジューリングエンティティ102は、長いTTIの1msの持続時間全体
の持続時間よりも短い500μs後にオーバーライドインジケータを提示してもよい。
【００６３】
　従属エンティティ104は、長いTTIの境界における許可を監視してもよく、より短いTTI
の境界において上述の制御チャネルを監視してもよい。たとえば、図5に示す例を参照す
るとわかるように、従属エンティティ104は、時間T8(たとえば、長いTTIの境界)ならびに
時間T1、T2、T3、T4、T5、T6、T7(たとえば、MiCr TTIの境界)において許可を監視しても
よい。当業者には、より短いTTIが必ずしもMiCr TTIである必要はないことが理解されよ
う。たとえば、より短いTTIは中間TTIおよび/または短いTTIであってもよい。図5に示す
ように、中間TTIはT4、T8において境界を有し、短いTTIはT2、T4、T6、T8において境界を
有する。
【００６４】
　言い換えれば、オーバーライドインジケータは、サブフレームでの送信に関してすでに
スケジューリングされたデータの優先度よりも高い優先度を有する他のデータを含めるた
めのサブフレームのデータ部分におけるリソース要素のパンクチャリングを示すように設
定されてもよい。言い換えれば、オーバーライドインジケータは、パンクチャリング検出
を容易にすることが可能である。オーバーライドインジケータは、各リソースサブブロッ
ク(たとえば、サブバンド)に埋め込まれてもよい。従属エンティティ104にそのような表
示を供給することによって、従属エンティティ104は、比較的低い優先度を有するデータ
に関してすでにスケジューリングされたリソース要素が、比較的短いTTIに現在含まれて
いる比較的高い優先度を有するデータによって「除去」またはオーバーライドされたこと
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を通知される。
【００６５】
　場合によっては、パンクチャリングされたリソース要素は、比較的高い優先度を有する
データのQoSレベルおよび/またはTTI持続時間を示すように設定されてもよい。場合によ
っては、パンクチャリングは、オーバーライドインジケータに使用されるリソース要素の
数を増やし、それによって、そのオーバーライドインジケータが従属エンティティ104に
よって首尾よく受信され処理される信頼性を向上させるために、多数のリソースブロック
全体にわたって実行されてもよい。場合によっては、リソース要素は、チャネル推定を向
上できるようにQoSレベルビットペイロード検出の後でパイロットトーンに変換されても
よい。
【００６６】
　図6は、本開示の態様による、サブフレーム構造の一例を示す図600である。当業者には
、これが非限定的な例であり、他の様々なサブフレーム構造が本開示の範囲内であっても
よいことが理解されよう。場合によっては、図6に示すサブフレーム構造は、DLサブフレ
ーム構造である。リソースグリッドは、各々がリソースブロックを含む、2つのタイムス
ロットを表すために使用される場合がある。リソースグリッドは、複数のリソース要素に
分割される。ノーマルサイクリックプレフィックスでは、リソースブロックは、周波数領
域において12個の連続するサブキャリアを含み、かつ時間領域において7個の連続するOFD
Mシンボルを含み、合計で84個のリソース要素を含む。拡張サイクリックプレフィックス
では、リソースブロックは、周波数領域において12個の連続するサブキャリアを含み、か
つ時間領域において6個の連続するOFDMシンボルを含み、合計で72個のリソース要素を含
む。リソース要素のうちのいくつかは、DL基準信号を含む。各リソース要素によって伝送
されるビットの数は、システムによって実施される変調方式、順序、および/または設定
に応じて異なってもよい。
【００６７】
　場合によっては、制御チャネル(たとえば、図5を参照して上記において説明したような
)は、サブフレームのデータ部分に少なくとも部分的に埋め込まれた1つまたは複数のパイ
ロットトーンに含まれてもよい。例示を目的として、様々なパイロットトーンが図6に示
されており、これらのパイロットトーンはサブフレームのデータ部分に埋め込まれる。上
記においてより詳しく説明したように、これらのパイロットトーンは、スケジューリング
エンティティ102によって送信する準備が整った他のデータがサブフレームでの送信に関
してすでにスケジューリングされたデータの優先度よりも高い優先度を有するときにオー
バーライドインジケータを含んでもよい。オーバーライドインジケータは、サブフレーム
での送信に関してすでにスケジューリングされたデータがサブフレームでの送信に関して
すでにスケジューリングされたデータの優先度よりも高い優先度を有する他のデータによ
ってオーバーライドされることを示すように設定されてもよい。オーバーライドインジケ
ータは、サブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングされたデータの優先度よ
りも高い優先度を有する他のデータを含めるためのサブフレームのデータ部分におけるリ
ソース要素のパンクチャリングを示すように設定されてもよい。たとえば、パイロットト
ーンのうちの1つは、サブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングされたデー
タ(たとえば、非MiCrデータ)の優先度よりも高い優先度を有する他のデータ(たとえば、M
iCrデータ)を含めるための、図6に示すサブフレームのデータ部分におけるリソース要素
の少なくとも1つのパンクチャリングを示してもよい。従属エンティティ104にそのような
表示を供給することによって、従属エンティティ104は、比較的低い優先度を有するデー
タに関してすでにスケジューリングされたリソース要素が、比較的短いTTIに現在含まれ
ている比較的高い優先度を有するデータによって「除去」またはオーバーライドされたこ
とを通知される。
【００６８】
　場合によっては、パンクチャリングされるリソース要素は、比較的高い優先度を有する
データのQoSレベルおよび/またはTTI持続時間を示すように設定されてもよい。場合によ
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っては、パンクチャリングは、オーバーライドインジケータに使用されるリソース要素の
数を増やし、それによって、そのオーバーライドインジケータが従属エンティティ104に
よって首尾よく受信され処理される信頼性を向上させるために、多数のリソースブロック
全体にわたって実行されてもよい。場合によっては、インジケータ情報を伝達するリソー
ス要素は、チャネル推定を向上できるようにQoSレベルビットペイロード検出の後でパイ
ロットトーンに変換されてもよい。
【００６９】
　図7は、本開示の態様によるMU-MIMO送信の一例を示す図700である。たとえば、スケジ
ューリングエンティティ102は、従属エンティティ104のうちの2つ(または3つ以上)にその
ようなMU-MIMO送信情報を送信してもよい。概して、MU-MIMO送信は、2つ(または3つ以上)
の情報ストリームの同時送信を指し、この場合、各ストリームはそれぞれに異なるレシー
バ(たとえば、ユーザ)を宛先とする(たとえば、対象とする)。(MU-MIMOとは異なり、シン
グルユーザ多入力多出力(SU-MIMO)送信は、単一の時間における単一のレシーバへのいく
つかのストリームの送信を指す。)たとえば、図7を参照するとわかるように、Stream1は
、第1の従属エンティティ104(たとえば、SUB1)を宛先とする(たとえば、対象とする)情報
のストリームであってもよく、Stream2は、第2の従属エンティティ104(たとえば、SUB2)
を宛先とする(たとえば、対象とする)情報のストリームであってもよい。図7に示す例は4
つの異なるレシーバを宛先とする(たとえば、対象とする)4つのストリームを示すが、当
業者には、本開示の範囲から逸脱せずにストリームおよび/または従属エンティティの他
の様々な変形形態または数が実装されてもよいことが理解されよう。
【００７０】
　各ストリーム(たとえば、Stream1～Stream4まで)は、図5および図6を参照して上記によ
り詳しく説明したサブフレームなどの1つまたは複数のサブフレームを含んでもよい。各
従属エンティティ(たとえば、SUB1～SUB4まで)はすべてのストリーム(たとえば、Stream1
～Stream4まで)を受信する場合があるが、それらの従属エンティティ(たとえば、SUB1～S
UB4まで)の各々は特定の情報(たとえば、ヘッダ(図示せず)内の具体的な情報)を利用して
、どのストリームがその特定の従属エンティティ104を宛先としている(たとえば、対象と
している)かを判定してもよい。たとえば、SUB1は、そのようなヘッダ情報(図示せず)を
利用して特定の従属エンティティ104を宛先としている(たとえば、対象としている)のがS
tream1であると判定してもよい。それぞれの従属エンティティ104(たとえば、SUB1～SUB4
まで)は、そのような判定を下した後、その従属エンティティ104を宛先とする(たとえば
、対象とする)ストリームを復調してもよい。
【００７１】
　場合によっては、従属エンティティ104(たとえば、SUB1)は、その従属エンティティ104
(たとえば、SUB1)を宛先(対象)としないストリーム(たとえば、Stream2～Stream4まで)に
関する変調情報を知ることを望むことがある。従属エンティティ104(たとえば、SUB1)を
宛先(対象)としないストリーム(たとえば、Stream2～Stream4まで)に関する変調情報を知
ると、その従属エンティティ104(たとえば、SUB1)がよりうまくMU-MIMO復調を実行するた
めの実際の助けになる場合がある。いくつかの既存のデバイスは、そのような変調情報を
「盲目的に(blindly)」判定する場合があり、すなわち、そのような情報は、たとえば、
そのデバイスには明確にわからないことがあるので、試行錯誤を使用して実行される場合
がある。そのような既存のシステムと比較して、本開示の態様は、サブフレームがMU-MIM
O送信に含まれるときに変調インジケータを含む場合がある(たとえば、図5および図6を参
照して上記においてより詳しく説明した)制御チャネルを備える。当業者には、(本明細書
において使用される)「変調インジケータ」という用語が、本開示の範囲から逸脱するこ
となく、様々な代替の用語を包含することが理解されよう。そのような代替の用語には、
変調分類支援、変調分類、変調支援、変調情報、および/または様々な他の適切な用語が
含まれる。
【００７２】
　変調インジケータは、MU-MIMO送信に含まれる別の装置(たとえば、別のUE)の変調に相
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当する情報を示すように設定されてもよい。たとえば、図7を参照するとわかるように、S
tream1は、変調インジケータを有する制御チャネルを含むサブフレームを含んでもよく、
その変調インジケータは、Stream2に含まれるサブフレームの変調順序に関する情報を提
示する。変調インジケータは、Stream2(たとえば、SUB1を宛先/対象としないストリーム)
に含まれるサブフレームの変調順序に関する情報を提示するにもかかわらず、SUB1は、そ
のような変調インジケータを利用してStream1(たとえば、SUB1を宛先/対象とするストリ
ーム)に含まれるサブフレームを復調する場合がある。場合によっては、変調インジケー
タは、図6を参照しながら上記において説明したパイロットトーンのうちの1つまたは複数
に含まれてもよい(たとえば、パイロットトーン内に埋め込まれてもよい)。そのような例
では、パイロットトーンは、既知の変調情報を使用してスクランブルされてもよい。パイ
ロットトーンは既知の変調情報を使用してスクランブルされる場合があるので、従属エン
ティティ104(たとえば、SUB1～SUB4まで)は、パイロットトーンのスクランブルに基づい
て変調情報を判定することができる場合がある。変調順序検出の後で、パイロットトーン
は、パイロットチャネルの推定が可能なようにスクランブルされてもよい。
【００７３】
　図8は、本開示の態様による、スケジューリングエンティティ102によって実行されても
よい様々な方法および/またはプロセスの一例を示す図800である。場合によっては、ブロ
ック802において、スケジューリングエンティティ102は、サブフレームでの送信に関して
すでにスケジューリングされたデータの優先度を判定してもよい。たとえば、図5を参照
するとわかるように、スケジューリングエンティティ102は、すでに時間T0～時間T8まで
の長いTTIの間に送信に関してスケジューリングされたデータの優先度を判定してもよい
。ブロック804において、スケジューリングエンティティ102は、送信する準備が整った他
のデータがサブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングされたデータの優先度
よりも高い優先度を有するかどうかを判定してもよい。たとえば、図5を参照するとわか
るように、スケジューリングエンティティ102は、比較的短いTTIに対応する(したがって
、比較的高い優先度を有する)他の任意のデータ(たとえば、MiCrデータ)を送信する準備
が整ったかどうかを判定してもよい。送信準備が整った場合、ブロック806において、ス
ケジューリングエンティティ102は、OFDMエアインターフェースを利用して、データ部分
と、データ部分内に少なくとも部分的に埋め込まれた制御チャネルとを含むサブフレーム
を送信してもよい。送信する準備が整った他のデータが、サブフレームでの送信に関して
すでにスケジューリングされたデータの優先度よりも高い優先度を有するとき、制御チャ
ネルはオーバーライドインジケータを含んでもよい。いくつかの構成では、オーバーライ
ドインジケータは、サブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングされたデータ
がサブフレームでの送信に関してすでにスケジューリングされたデータの優先度よりも高
い優先度を有する他のデータによってオーバーライドされることを示すように設定されて
もよい。いくつかの構成では、オーバーライドインジケータは、サブフレームでの送信に
関してすでにスケジューリングされたデータの優先度よりも高い優先度を有する他のデー
タを含めるためのサブフレームのデータ部分におけるリソース要素のパンクチャリングを
示すように設定されてもよい。
【００７４】
　他のいくつかの例では、ブロック806において、スケジューリングエンティティ102は、
サブフレームがMU-MIMO送信に含まれるかどうかを判定してもよい。たとえば、スケジュ
ーリングエンティティ102は、図7に示すMU-MIMO送信においてサブフレームがストリーム(
たとえば、Stream1～Stream4まで)のうちのいずれか1つに含まれるかどうかを判定しても
よい。ブロック804において、スケジューリングエンティティ102は、OFDMエアインターフ
ェースを利用して、データ部分と、データ部分内に少なくとも部分的に埋め込まれた制御
チャネルとを含むサブフレームを送信してもよい。サブフレームがMU-MIMO送信に含まれ
るとき、制御チャネルは変調インジケータを含んでもよい。変調インジケータは、MU-MIM
O送信に含まれる別の装置(たとえば、別のUE)の変調に相当する情報を示すように設定さ
れてもよい。たとえば、図7を参照するとわかるように、たとえば、Stream1は、変調イン
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ジケータを有する制御チャネルを含むサブフレームを含んでもよく、その変調インジケー
タは、Stream2に含まれるサブフレームの変調順序に関する情報を提示する。いくつかの
構成では、この変調インジケータは、図6を参照しながら上記において説明したパイロッ
トトーンのうちの1つまたは複数に含まれてもよい。
【００７５】
　図8を参照しながら上記において説明した方法および/またはプロセスは、例示を目的と
して提示されており、本開示の範囲を制限するものではない。図8を参照しながら説明し
た方法および/またはプロセスは、本開示の範囲から逸脱せずに図8に示す方法および/ま
たはプロセスとは異なるシーケンスにおいて実行されてもよい。任意のブロックは、破線
において示されている。さらに、図8を参照しながら説明した方法および/またはプロセス
のうちのいくつかまたはすべてが、本開示の範囲から逸脱せずに個別に実行されならびに
/あるいはまとめて実行されてもよい。開示した方法および/またはプロセスにおけるステ
ップの具体的な順序または階層が、例示的な方法および/またはプロセスの例示であるこ
とを理解されたい。設計の選好に基づいて、これらの方法および/またはプロセスにおけ
るステップの具体的な順序または階層が再構成されてもよいことを理解されたい。添付の
特許請求の範囲では、様々なステップの要素を例示的な順序において提示する場合があり
、明確に記載されていない限り提示される特定の順序または階層に限定されることは意図
されない。
【００７６】
　図9は、本開示の態様による、従属エンティティ104によって実行されてもよい様々な方
法および/またはプロセスの一例を示す図900である。ブロック902において、従属エンテ
ィティ104は、OFDMエアインターフェースを利用して、データ部分と、データ部分内に少
なくとも部分的に埋め込まれた制御チャネルとを含むサブフレームを受信してもよい。
【００７７】
　送信する準備が整った他のデータ(たとえば、MiCrデータ)が、サブフレームでの送信に
関してすでにスケジューリングされたデータ(たとえば、非MiCrデータ)の優先度よりも高
い優先度を有するとき、制御チャネルはオーバーライドインジケータを含んでもよい。い
くつかの構成では、オーバーライドインジケータは、サブフレームでの送信に関してすで
にスケジューリングされたデータ(たとえば、非MiCrデータ)がサブフレームでの送信に関
してすでにスケジューリングされたデータの優先度よりも高い優先度を有する他のデータ
(たとえば、MiCrデータ)によってオーバーライドされることを示すように設定される。い
くつかの他の構成では、オーバーライドインジケータは、サブフレームでの送信に関して
すでにスケジューリングされたデータ(たとえば、非MiCrデータ)の優先度よりも高い優先
度を有する他のデータ(たとえば、MiCrデータ)を含めるためのサブフレームのデータ部分
におけるリソース要素のパンクチャリングを示すように設定される。制御チャネルがオー
バーライドインジケータを含む構成では、ブロック904において、従属エンティティ104は
、すでにスケジューリングされたデータ(たとえば、非MiCrデータ)ではなく、より高い優
先度を有する他のデータ(たとえば、MiCrデータ)を受信してもよい。
【００７８】
　サブフレームがMU-MIMO送信に含まれるとき、制御チャネルは変調インジケータを含ん
でもよい。変調インジケータは、MU-MIMO送信に含まれる別の装置(たとえば、別のUE)の
変調に相当する情報を示すように設定されてもよい。制御チャネルが変調インジケータを
含む構成では、ブロック906において、従属エンティティ104は、装置を対象とするデータ
のサブフレームを、変調インジケータを使用して、同じサブフレームにおいてスケジュー
リングされた他の装置と協働で復調してもよい。たとえば、図7を参照するとわかるよう
に、SUB1は、Stream2(たとえば、SUB1を宛先/対象としないストリーム)の制御チャネルに
含まれる変調インジケータを使用してStream1(たとえば、SUB1を宛先/対象とするストリ
ーム)に含まれるサブフレームを復調してもよい。
【００７９】
　図9を参照しながら上記において説明した方法および/またはプロセスは、例示を目的と
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して提示されており、本開示の範囲を制限するものではない。図9を参照しながら説明し
た方法および/またはプロセスは、本開示の範囲から逸脱せずに図9に示す方法および/ま
たはプロセスとは異なるシーケンスにおいて実行されてもよい。任意のブロックは、破線
の中で示されている。さらに、図9を参照しながら説明した方法および/またはプロセスの
うちのいくつかまたはすべてが、本開示の範囲から逸脱せずに個別に実行されならびに/
あるいはまとめて実行されてもよい。開示した方法および/またはプロセスにおけるステ
ップの具体的な順序または階層が、例示的な方法および/またはプロセスの例示であるこ
とを理解されたい。設計の選好に基づいて、これらの方法および/またはプロセスにおけ
るステップの具体的な順序または階層が再構成されてもよいことを理解されたい。添付の
特許請求の範囲では、様々なステップの要素を例示的な順序において提示する場合があり
、明確に記載されていない限り提示される特定の順序または階層に限定されることは意図
されない。
【００８０】
　本明細書において説明しならびに/あるいは図面のうちのいずれか1つまたは複数に示し
た構成要素、ステップ、特徴および/または機能のうちの1つまたは複数はどれも、単一の
構成要素、ステップ、特徴または機能に再構成されならびに/あるいは組み合わされても
よく、あるいはいくつかの構成要素、ステップ、または機能に具現化されてもよい。本明
細書で開示した新規の特徴から逸脱することなく、さらなる要素、構成要素、ステップ、
および/または機能が追加されてもよい。本明細書において説明しならびに/あるいは図面
のうちのいずれか1つまたは複数に示した図に示した装置、デバイス、および/または構成
要素は、本明細書で説明した方法、特徴、またはステップの1つまたは複数を実行するよ
うに構成されてもよい。また、本明細書で説明した新規のアルゴリズムは、ソフトウェア
において実装され、ならびに/あるいはハードウェアに埋め込まれてもよい。当業者が容
易に理解するように、本開示全体にわたって説明した種々の態様は、任意の適切な電気通
信システム、ネットワークアーキテクチャ、および通信標準規格に拡張されてもよい。使
用される実際の電気通信規格、ネットワークアーキテクチャ、および/または通信規格は
、具体的なアプリケーションと、システムに課される全体的な設計制約とによって決まる
。
【００８１】
　本開示内で、「例示的」という言葉は、「例、事例、または例示としての役割を果たす
こと」を意味するために使用される。「例示的」として本明細書で説明した任意の実装形
態または態様は、必ずしも本開示の他の態様よりも好ましいか、または有利であると解釈
されるべきではない。同様に、「態様」という用語は、本開示のすべての態様が、論じら
れる特徴、利点、または動作モードを含むことを必要としない。「結合された」という用
語は、本明細書では、2つの物体間の直接または間接的な結合を指すために使用されてい
る。たとえば、物体Aが物体Bに物理的に接触し、物体Bが物体Cに接触する場合、物体Aお
よびCは、それらが互いに直接物理的に接触しない場合であっても、依然として互いに結
合されると考えることができる。たとえば、第1のダイがパッケージ内の第2のダイに物理
的に直接接触していなくても、第1のダイは、第2のダイに結合される場合がある。「回路
(circuit)」および「回路(circuitry)」という用語は広範に使用され、電子回路のタイプ
に関して制限することなく、接続および構成されるときに本開示で説明した機能を実行で
きるようにする電気デバイスおよび導体のハードウェア実装形態、ならびにプロセッサに
よって実行されるときに本開示で説明した機能を実行できるようにする情報および命令の
ソフトウェア実装形態の両方を含むことを意図している。
【００８２】
　上記の説明は、本明細書において説明された様々な態様を任意の当業者が実践すること
を可能にするために提示されている。これらの態様への様々な変更が当業者には容易に明
らかになり、本明細書で定義した一般原理は他の態様に適用されてもよい。したがって、
特許請求の範囲は本明細書において示される態様に限定されるものではなく、特許請求の
範囲の文言と一致する最大限の範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、
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「唯一の」と明記されていない限り、「唯一の」ではなく、「1つまたは複数の」を意味
することを意図している。別段に明記されていない限り、「いくつか(some)」という用語
は、1つまたは複数を指す。項目のリストのうちの「少なくとも1つ」を指す句は、単一の
メンバーを含むそれらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「a、b、またはcのう
ちの少なくとも1つ」は、a;b;c;aおよびb;aおよびc;bおよびc;ならびにa、b、およびcを
包含するものとする。当業者に周知であり、または後に当業者に知られることになる、本
開示全体にわたって説明される種々の態様の要素に対するすべての構造的および機能的均
等物が、参照によって本明細書に明白に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含される
ものとする。さらに、本明細書で開示したものは、そのような開示が特許請求の範囲にお
いて明示的に列挙されているか否かにかかわらず、公に供されることは意図していない。
請求項のいかなる要素も、「のための手段」という句を使用して要素が明示的に列挙され
ていない限り、または方法クレームの場合、「のためのステップ」という句を使用して要
素が列挙されていない限り、米国特許法第112条(f)項の規定の下で解釈されるべきではな
い。
【符号の説明】
【００８３】
　　102　スケジューリングエンティティ
　　104　従属エンティティ
　　106　ダウンリンクデータ
　　108　ダウンリンク制御
　　110　アップリンクデータ
　　112　アップリンク制御
　　204　プロセッサ
　　206　コンピュータ可読媒体
　　208　バスインターフェース
　　210　トランシーバ
　　212　ユーザインターフェース
　　214　メモリ
　　216　バス
　　220　送信回路
　　221　オーバーライド回路
　　222　MU-MIMO回路
　　223　他の回路
　　230　優先度データ
　　231　変調データ
　　240　送信命令
　　241　オーバーライド命令
　　242　MU-MIMO命令
　　243　他の命令
　　304　プロセッサ
　　306　コンピュータ可読媒体
　　308　バスインターフェース
　　310　トランシーバ
　　312　ユーザインターフェース
　　314　メモリ
　　316　バス
　　320　受信回路
　　321　オーバーライド回路
　　322　復調回路
　　323　他の回路
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　　330　優先度データ
　　331　変調データ
　　340　受信命令
　　341　オーバーライド命令
　　342　復調命令
　　343　他の命令
　　416　TXプロセッサ
　　420　アンテナ
　　452　アンテナ
　　456　RXプロセッサ
　　458　チャネル推定器
　　459　コントローラ/プロセッサ
　　460　メモリ
　　462　データシンク
　　467　データソース
　　468　TXプロセッサ
　　470　RXプロセッサ
　　474　チャネル推定器
　　475　コントローラ/プロセッサ
　　476　メモリ

【図１】 【図２】
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